
調
査
内
容

No.  　
遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・
調　

査　

歴　

な　

ど

範
囲
確
認

調
査

２
大
名
倉
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

大
名
倉
縄
文
、
弥
生
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
２
９
７

下
谷
遺
跡
・
滝
の
下
遺
跡
・
南
貝
津
遺
跡
を
一
括
し
大
名
倉
遺
跡
と
す
る
。
町
指
定
史
跡
。
昭

和
25
・
26
年
と
昭
和
43
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
19
・
20
・
25
・
26
・
27
年
度
に
範
囲

確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
も
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

5
西
地
・
東
地

遺
跡

に
し
じ
・

ひ
が
し
じ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
２

西
地
遺
跡
と
東
地
遺
跡
を
一
括
す
る
。
平
成
25
・
27
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に

本
調
査
４
２
２
０
㎡
を
実
施
し
、
縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
今
年
度

は
町
道
部
分
を
本
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

8　　　　
胡
桃
窪
遺
跡

く
る
み
く
ぼ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
８

寒
狭
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
。
段
丘
は
上
下
二
面
あ
り
、詳
細
分
布
調
査
で
は
上
位
面
で
、

遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

19　　　　
大
栗
遺
跡

お
お
ぐ
り

川
向

縄
文
、
平
安
、

室
町
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
３

平
成
26
・
27
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
平
成
27
年
度
に
は
本
調
査
２
３
６
０
㎡
を
実

施
し
た
。
今
年
度
も
続
け
て
東
側
部
分
を
本
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

21　　　
大
空
前
遺
跡

お
お
ぞ
ら
ま
え
川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
６

境
川
右
岸
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
詳
細
分
布
調
査
で
は
斜
面
下
方
で
遺
物
が
集
中
し
て
い
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

22　　　　　
上
ヲ
ロ
ウ
・
下

ヲ
ロ
ウ
遺
跡

か
み
お
ろ
う
・

し
も
お
ろ
う

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
７

境
川
右
岸
で
大
空
前
遺
跡
の
南
側
に
位
置
す
る
。
上
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
二
遺
跡

と
さ
れ
て
い
た
が
、
詳
細
分
布
調
査
で
遺
物
の
分
布
が
連
続
し
て
い
た
た
め
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
と
一
括
し
て
呼
称
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

23　　　　
川
向
近
沢
遺
跡

か
わ
む
き

ち
か
ざ
わ

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
３
５
５

境
川
右
岸
で
、
谷
筋
の
沢
か
ら
続
く
小
川
を
挟
み
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
東
側
に
位

置
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

24　　　　
石
原
遺
跡

い
し
は
ら

川
向

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
７
０

境
川
の
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
延
坂
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
地
形
の
南
西
側

が
遺
跡
に
重
複
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

25　　　　
下
延
坂
遺
跡

し
も
の
べ
さ
か
川
向

縄
文
、
弥
生
?
、

平
安
末
、
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
７
１

延
坂
沢
の
対
面
に
所
在
し
、
こ
の
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
地
形
の
北
東
側
が
遺
跡
に
重

複
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

27　　　　　
川
向
東
貝
津

遺
跡

か
わ
む
き

ひ
が
し
が
い
つ
川
向

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
３
４
８

平
成
22
年
度
に
本
調
査
４
０
０
㎡
、
平
成
27
年
度
に
は
本
調
査
２
７
４
０
㎡
が
実
施
さ
れ
、
縄

文
時
代
中
期
〜
後
期
の
集
落
跡
が
調
査
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
同
じ
範
囲
内
で
、
縄
文
時
代
草

創
期
の
遺
物
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
８
１
０
㎡
に
つ
い
て
、
再
度
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

28　　　
南
ヶ
岳
遺
跡

み
な
み
が
た
け
川
向

縄
文
（
平
安
）

散
布
地

７
０
０
１
６
２

戸
神
川
と
境
川
の
合
流
地
点
を
東
に
望
む
山
地
の
一
頂
部
に
立
地
す
る
。
か
つ
て
、
平
安
時
代

後
期
の
清
郷
型
甕
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

31　　　　　
滝
瀬
遺
跡

た
き
せ

八
橋

縄
文
、

室
町
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
７
４

平
成
19
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
平
成
27
年
度
に
、本
調
査
１
４
７
０
㎡
を
実
施
し
、

縄
文
時
代
早
期
〜
後
期
の
炉
跡
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
今
年
度
は
県
道
南

側
区
域
の
残
り
部
分
の
本
調
査
と
、
県
道
北
側
で
の
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

32　　　
根
道
外
遺
跡

ね
み
ち
そ
と

八
橋

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
７
３

境
川
に
流
れ
る
タ
コ
ウ
ズ
川
東
岸
の
山
麓
傾
斜
面
に
立
地
す
る
。
詳
細
分
布
調
査
で
、
遺
跡
の

位
置
が
再
確
認
さ
れ
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

38　　　　
永
江
沢
遺
跡

な
が
え
さ
わ

八
橋

縄
文
、

鎌
倉
、
室
町

散
布
地

７
０
０
１
７
５

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
・
27
年
度
に
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

41　　　　　　
マ
サ
ノ
沢
遺
跡

ま
さ
の
さ
わ

小
松

縄
文
、
弥
生

散
布
地

７
０
０
１
７
２

境
川
東
岸
の
南
北
方
向
に
長
い
緩
傾
斜
地
・
平
坦
面
に
立
地
す
る
。
大
正
12
年
頃
の
開
墾
で
見

つ
か
っ
た
遺
跡
で
、
昭
和
23
・
24
年
の
開
墾
の
際
に
は
、
合
口
甕
棺
と
い
わ
れ
る
弥
生
時
代
の

土
器
棺
墓
を
は
じ
め
、
多
量
の
縄
文
土
器
・
石
器
が
出
土
し
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認

調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

寒

狭

川

川向近沢

西地・東地
大名倉

滝瀬

川向東貝津
胡桃窪

大栗南ヶ岳

マサノ沢

根道外

境

川

永江沢下延坂
石原

上ヲロウ・下ヲロウ

大空前

N

今年度 本調査が行なわれる遺跡
今年度 範囲確認調査が行なわれる遺跡

0 5km(1/50,000)
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本
年
度
も
設
楽
ダ
ム
関
連

　
　
　

発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
の
発
掘
調
査
予
定

　

本
調
査
を
行
う
四
遺
跡
、
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
十
二
遺
跡
の
具
体
的
な
内
容
を
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。（
川
添
和
暁
）

　

設
楽
ダ
ム
関
連
事
業
の
工
事
予
定
地
に
は
多
数
の
遺い

せ
き跡

が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
工
事
に
よ
っ
て
現
状
が
変
更
さ
れ
る
部
分
は

発は
っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

掘
調
査
を
実
施
し
て
、
記
録
を
残
す
事
が
、
文ぶ

ん
か
ざ
い

化
財
保ほ

ご
ほ
う

護
法
に
よ
っ

て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
は
、
愛あ

い
ち
け
ん

知
県
埋ま

い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
発
掘
調
査
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
て
三
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
本
年
度
は
川か

わ
む
き向

東ひ
が
し
が
い
つ

貝
津
遺

跡
、
大お

お
ぐ
り栗

遺
跡
、
滝た

き
せ瀬

遺
跡
、
西に

し
じ地

・
東ひ

が
し
じ地

遺
跡
と
四
遺
跡
で
の
本

ほ
ん
ち
ょ
う調

査さ

と
、
大お

お
な
ぐ
ら

名
倉
遺
跡
ほ
か
十
二
遺
跡
で
の
範は

ん
い
か
く
に
ん
ち
ょ
う
さ

囲
確
認
調
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
常
駐
す
る
調
査
員
は
九
人
と
な
り
、
今
ま
で
で
最
大
規
模

の
体
制
で
臨
み
ま
す
。
調
査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の
方
々
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
事
が
最
も
重
要
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
調
査
成
果
を
本
誌
や
地じ

も
と
せ
つ
め
い
か
い

元
説
明
会
な
ど
の
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期

待
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

池い
け
も
と本

正ま
さ
あ
き明

）

平成 28 年度に発掘調査する遺跡の位置図（国土地理院刊行 2 万５千分の１地形図「田口」を 50% に縮小）
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成
果
報
告
会
を
終
え
て

写真 6　川向東貝津遺跡の埋甕（縄文時代中期）
【上：出土状況、下：復元後】

写真 5　滝瀬遺跡の集石炉跡出土土器
【上：出土状況、下：復元後】

写真 4  笹平遺跡の土器棺墓
（縄文時代晩期）

【左：復元後、右：出土状況】

　

去
る
、
三
月
五
日
（
土
）
に
、
設
楽
町
議
場
で
、
平
成
二
十
七
年
度
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘

調
査
成
果
報
告
会
『
新
設
楽
発
見
伝
２
』
を
開
催
し
、
百
三
十
五
名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
（
写
真
１
）。
発
掘
調
査
を
始
め
成
果
報
告
会
の
開
催
ま
で
、
埋
蔵
文
化
財
事
業
に

ご
配
慮
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
成
果
報
告
会
配
布
資
料
は
、「
設

楽
発
掘
通
信
」同
様
に
、愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　

現
地
で
の
発
掘
調
査
は
昨
年
十
二
月
で
終
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
出
土
遺
物
お
よ
び
記
録
類
を
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
帰
り
、
各
調
査
担
当
者
を

中
心
と
し
て
、
図
面
整
理
な
ど
、
報
告
書
作
成
に
関

わ
る
作
業
の
一
部
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
三
月
の
成
果
報
告
会
に
向
け
て
、
出
土
し
た

土
器
の
接
合
・
復
元
作
業
な
ど
、
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
整
理
作
業
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
、少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
2
〜
4
は
、
小こ

ま
つ松

地
区
の
笹

さ
さ
だ
い
ら平

遺
跡
出
土
資
料
で
す
。
写
真
2
右
は
、
大お

お
が
た
せ
き
ぼ
う

型
石
棒
や

岩が
ん
ぐ
う
が
ん
ば
ん
る
い

偶
岩
版
類
な
ど
の
石せ

き
せ
い
ひ
ん

製
品
を
集
め
た
写
真
で
す
。
こ
の
笹
平
遺
跡
で
は
、
お
祀ま

つ

り
の
道
具

と
し
て
、
土ど

ぐ
う偶

な
ど
の
土
製
の
も
の
よ
り
、
石
製
の
も
の
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真
2
左
は
貯ち

ょ
ぞ
う
け
つ

蔵
穴
と
考
え
ら
れ
る
袋

ふ
く
ろ
じ
ょ
う
ど
こ
う

状
土
坑

写真 ３  笹平遺跡土器棺墓
使用土器（弥生時代前期）

【右上：出土状況、その他：復元後】

写真 1  成果報告会の様子

写真 2  笹平遺跡出土遺物
（左：鉢形土器、右：石製のお祀りの道具）

か
ら
出
土
し
た
土
器
で
す
。

小
型
の
鉢は

ち

形
で
、
縄じ

ょ
う
も
ん
じ
だ
い

文
時
代

後こ
う

期き
し
ょ
と
う

初
頭
（
約
四
千
四
百
年

前
頃
）
の
特
徴
で
あ
る
、
J

字
の
文
様
が
見
ら
れ
ま
す
。

写
真
3
は
弥や

よ
い
じ
だ
い
ぜ
ん
き

生
時
代
前
期

（
約
二
千
五
百
年
前
頃
）
の

土ど

き器
棺か

ん
ぼ墓

で
使
わ
れ
て
い
た

土
器
を
復
元
し
ま
し
た
。
棺

の
身
に
し
た
大お

お
が
た
つ
ぼ

型
壺
の
胴ど

う
ぶ部

に
は
孔あ

な

が
意
図
的
に
あ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
口こ

う
え
ん
ぶ

縁
部
は
一
部
が
打

ち
割
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

深ふ
か
ば
ち鉢

片
を
蓋ふ

た

と
し
て
被
せ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
蓋
に
し
て

い
た
深
鉢
の
破
片
は
大
き
く

二
つ
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

底て
い
ぶ部

は
な
く
、
一
つ
は
全
体

の
二
分
の
一
程
度
、
も
う
一

つ
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度

の
破
片
で
す
。
二
つ
の
破
片

は
極
め
て
よ
く
似
て
い
ま
す

が
、
接
合
す
る
部
分
が
あ
り

ま
せ
ん
。
作
り
方
な
ど
が
極

め
て
類
似
し
た
二
個
体
の
破

片
が
蓋
と
し
て
使
わ
れ
た
よ

う
で
す
。
写
真
4
は
縄
文
時

代
晩ば

ん
き期

（
今
か
ら
二
千
九
百

年
ほ
ど
前
）
の
土
器
棺
墓
で

す
。
上
の
土
器
は
下
半
部
が
欠
け
て
い
ま
す
が
、
上
下
を
逆
に
し
て
、
下
の
土
器
と
口
縁
部

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
復
元
作
業
に
よ
り
、
下
の
棺
身
に
さ
れ
た
土

器
の
形
が
さ
ら
に
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
5
は
八や

つ
は
し橋

地
区
の
滝た

き
せ瀬

遺
跡
出
土
資
料
で
す
。
滝
瀬
遺
跡
で
は
、
集し

ゅ
う
せ
き
ろ
あ
と

石
炉
跡
が
十
基

見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
基
で
は
、
礫
の
上
面
に
接
し
て
、
上
下
逆
の
状
態
で
土

器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
土
器
を
復
元
し
た
と
こ
ろ
、
口
縁
部
が
平
ら
な
平ひ

ら
え
ん縁

の
浅あ

さ
ば
ち鉢

で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
文
様
な
ど
か
ら
、
縄
文
時
代
中ち

ゅ
う
き
ち
ゅ
う
よ
う

期
中
葉
（
今
か
ら
五
千
年
前

頃
）
の
土
器
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
6
は
、
川か

わ
む
き向

地
区
の
川か

わ
む
き
ひ
が
し
が
い
つ

向
東
貝
津
遺
跡
出
土
資
料
で
、
竪た

て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
の
床
面
で
見

つ
か
っ
た
埋う

め
が
め甕

で
す
。
埋
設
時
に
底
部
が
打
ち
欠
か
れ
て
い
る
こ
の
土
器
は
、
縄
文
時
代

中ち
ゅ
う
き
こ
う
は
ん

期
後
半
（
今
か
ら
四
千
八
百
年
前
頃
）
と
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
復
元
作
業
を

行
っ
た
結
果
、
長
方
形
の
区く

か
く画

の
両
端
で
、
口
縁
部
が
小
さ
く
波な

み
う打

つ
深
鉢
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
区
画
は
全
部
で
八
ヶ
所
あ
り
、
区
画
内
に
は
縄
文
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
行
う
に
は
、
そ
の
後
の
室

内
で
の
整
理
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
場
で
の
実じ

っ
ち地

調
査
と
室
内
で
の
整
理
調
査
を
通

じ
て
、
当
時
の
ヒ
ト
の
行
動
な
ど
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

川か
わ
ぞ
え添

和か
ず
あ
き暁

）



調
査
内
容

No.  　
遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・
調　

査　

歴　

な　

ど

範
囲
確
認

調
査

２
大
名
倉
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

大
名
倉
縄
文
、
弥
生
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
２
９
７

下
谷
遺
跡
・
滝
の
下
遺
跡
・
南
貝
津
遺
跡
を
一
括
し
大
名
倉
遺
跡
と
す
る
。
町
指
定
史
跡
。
昭

和
25
・
26
年
と
昭
和
43
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
19
・
20
・
25
・
26
・
27
年
度
に
範
囲

確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
も
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

5
西
地
・
東
地

遺
跡

に
し
じ
・

ひ
が
し
じ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
２

西
地
遺
跡
と
東
地
遺
跡
を
一
括
す
る
。
平
成
25
・
27
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に

本
調
査
４
２
２
０
㎡
を
実
施
し
、
縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
今
年
度

は
町
道
部
分
を
本
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

8　　　　
胡
桃
窪
遺
跡

く
る
み
く
ぼ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
８

寒
狭
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
。
段
丘
は
上
下
二
面
あ
り
、詳
細
分
布
調
査
で
は
上
位
面
で
、

遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

19　　　　
大
栗
遺
跡

お
お
ぐ
り

川
向

縄
文
、
平
安
、

室
町
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
３

平
成
26
・
27
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
平
成
27
年
度
に
は
本
調
査
２
３
６
０
㎡
を
実

施
し
た
。
今
年
度
も
続
け
て
東
側
部
分
を
本
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

21　　　
大
空
前
遺
跡

お
お
ぞ
ら
ま
え
川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
６

境
川
右
岸
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
詳
細
分
布
調
査
で
は
斜
面
下
方
で
遺
物
が
集
中
し
て
い
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

22　　　　　
上
ヲ
ロ
ウ
・
下

ヲ
ロ
ウ
遺
跡

か
み
お
ろ
う
・

し
も
お
ろ
う

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
７

境
川
右
岸
で
大
空
前
遺
跡
の
南
側
に
位
置
す
る
。
上
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
二
遺
跡

と
さ
れ
て
い
た
が
、
詳
細
分
布
調
査
で
遺
物
の
分
布
が
連
続
し
て
い
た
た
め
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
と
一
括
し
て
呼
称
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

23　　　　
川
向
近
沢
遺
跡

か
わ
む
き

ち
か
ざ
わ

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
３
５
５

境
川
右
岸
で
、
谷
筋
の
沢
か
ら
続
く
小
川
を
挟
み
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
の
東
側
に
位

置
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

24　　　　
石
原
遺
跡

い
し
は
ら

川
向

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
７
０

境
川
の
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
延
坂
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
地
形
の
南
西
側

が
遺
跡
に
重
複
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

25　　　　
下
延
坂
遺
跡

し
も
の
べ
さ
か
川
向

縄
文
、
弥
生
?
、

平
安
末
、
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
７
１

延
坂
沢
の
対
面
に
所
在
し
、
こ
の
沢
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
地
形
の
北
東
側
が
遺
跡
に
重

複
す
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

27　　　　　
川
向
東
貝
津

遺
跡

か
わ
む
き

ひ
が
し
が
い
つ
川
向

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
３
４
８

平
成
22
年
度
に
本
調
査
４
０
０
㎡
、
平
成
27
年
度
に
は
本
調
査
２
７
４
０
㎡
が
実
施
さ
れ
、
縄

文
時
代
中
期
〜
後
期
の
集
落
跡
が
調
査
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
同
じ
範
囲
内
で
、
縄
文
時
代
草

創
期
の
遺
物
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
８
１
０
㎡
に
つ
い
て
、
再
度
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

28　　　
南
ヶ
岳
遺
跡

み
な
み
が
た
け
川
向

縄
文
（
平
安
）

散
布
地

７
０
０
１
６
２

戸
神
川
と
境
川
の
合
流
地
点
を
東
に
望
む
山
地
の
一
頂
部
に
立
地
す
る
。
か
つ
て
、
平
安
時
代

後
期
の
清
郷
型
甕
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

31　　　　　
滝
瀬
遺
跡

た
き
せ

八
橋

縄
文
、

室
町
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
７
４

平
成
19
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
平
成
27
年
度
に
、本
調
査
１
４
７
０
㎡
を
実
施
し
、

縄
文
時
代
早
期
〜
後
期
の
炉
跡
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
今
年
度
は
県
道
南

側
区
域
の
残
り
部
分
の
本
調
査
と
、
県
道
北
側
で
の
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

32　　　
根
道
外
遺
跡

ね
み
ち
そ
と

八
橋

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
７
３

境
川
に
流
れ
る
タ
コ
ウ
ズ
川
東
岸
の
山
麓
傾
斜
面
に
立
地
す
る
。
詳
細
分
布
調
査
で
、
遺
跡
の

位
置
が
再
確
認
さ
れ
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

38　　　　
永
江
沢
遺
跡

な
が
え
さ
わ

八
橋

縄
文
、

鎌
倉
、
室
町

散
布
地

７
０
０
１
７
５

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
・
27
年
度
に
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

41　　　　　　
マ
サ
ノ
沢
遺
跡

ま
さ
の
さ
わ

小
松

縄
文
、
弥
生

散
布
地

７
０
０
１
７
２

境
川
東
岸
の
南
北
方
向
に
長
い
緩
傾
斜
地
・
平
坦
面
に
立
地
す
る
。
大
正
12
年
頃
の
開
墾
で
見

つ
か
っ
た
遺
跡
で
、
昭
和
23
・
24
年
の
開
墾
の
際
に
は
、
合
口
甕
棺
と
い
わ
れ
る
弥
生
時
代
の

土
器
棺
墓
を
は
じ
め
、
多
量
の
縄
文
土
器
・
石
器
が
出
土
し
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認

調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

寒

狭

川

川向近沢

西地・東地
大名倉

滝瀬

川向東貝津
胡桃窪

大栗南ヶ岳

マサノ沢

根道外

境

川

永江沢下延坂
石原

上ヲロウ・下ヲロウ

大空前

N

今年度 本調査が行なわれる遺跡
今年度 範囲確認調査が行なわれる遺跡
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本
年
度
も
設
楽
ダ
ム
関
連

　
　
　

発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
の
発
掘
調
査
予
定

　

本
調
査
を
行
う
四
遺
跡
、
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
十
二
遺
跡
の
具
体
的
な
内
容
を
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。（
川
添
和
暁
）

　

設
楽
ダ
ム
関
連
事
業
の
工
事
予
定
地
に
は
多
数
の
遺い

せ
き跡

が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
工
事
に
よ
っ
て
現
状
が
変
更
さ
れ
る
部
分
は

発は
っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

掘
調
査
を
実
施
し
て
、
記
録
を
残
す
事
が
、
文ぶ

ん
か
ざ
い

化
財
保ほ

ご
ほ
う

護
法
に
よ
っ

て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
は
、
愛あ

い
ち
け
ん

知
県
埋ま

い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
発
掘
調
査
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
て
三
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
本
年
度
は
川か

わ
む
き向

東ひ
が
し
が
い
つ

貝
津
遺

跡
、
大お

お
ぐ
り栗

遺
跡
、
滝た

き
せ瀬

遺
跡
、
西に

し
じ地

・
東ひ

が
し
じ地

遺
跡
と
四
遺
跡
で
の
本

ほ
ん
ち
ょ
う調

査さ

と
、
大お

お
な
ぐ
ら

名
倉
遺
跡
ほ
か
十
二
遺
跡
で
の
範は

ん
い
か
く
に
ん
ち
ょ
う
さ

囲
確
認
調
査
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
常
駐
す
る
調
査
員
は
九
人
と
な
り
、
今
ま
で
で
最
大
規
模

の
体
制
で
臨
み
ま
す
。
調
査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の
方
々
の
ご

理
解
を
い
た
だ
く
事
が
最
も
重
要
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
調
査
成
果
を
本
誌
や
地じ

も
と
せ
つ
め
い
か
い

元
説
明
会
な
ど
の
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期

待
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

池い
け
も
と本

正ま
さ
あ
き明

）

平成 28 年度に発掘調査する遺跡の位置図（国土地理院刊行 2 万５千分の１地形図「田口」を 50% に縮小）




